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■
利
尻
町
定
住
移
住
支
援
セ
ン
タ
ー
ツ
ギ
ノ
バ
が
オ
ー
プ
ン
！

■
議
会
報
告

■
利
尻
町
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
に
つ
い
て

■
秋
の
総
合
健
診
の
お
知
ら
せ

■
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た

■
令
和
２
年
度
利
尻
町
敬
老
会
の
開
催
中
止
の
お
知
ら
せ

■
令
和
２
年
度
利
尻
町
『
長
寿
祝
い
金
』
の
ご
案
内

■
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
強
調
月
間

■
令
和
２
年
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

■
ふ
る
さ
と
定
住
促
進

■
ま
な
び
café R

i-shi（
利
尻
町
公
営
塾
）
の
活
動
報
告

■
新
採
用
職
員
自
己
紹
介

■
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
紹
介
し
ま
す
！

■
も
し
か
し
て
認
知
症
と
思
っ
た
ら
？

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
下
さ
い

■
学
校
運
営
協
議
会
だ
よ
り
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■
宗
谷
総
合
振
興
局
と
利
尻
町
に
よ
る

　
『
滞
納
処
分
の
強
化
』
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

■
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
お
知
ら
せ

■
利
尻
森
林
事
務
所
鴛
泊
治
山
事
業
所
よ
り

■
今
年
も
み
な
さ
ん
の
写
真
で

　
2021年

版
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
り
ま
し
ょ
う
！！

■
北
海
道
公
証
人
会
・
名
寄
公
証
役
場
か
ら

　
公
証
相
談
会
の
お
知
ら
せ

■
無
料
法
律
相
談
会
の
お
知
ら
せ

■
あ
な
た
の
遺
言
書
を
法
務
局
で
お
預
か
り
し
ま
す

■
協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
わ
が
家
の
愛
ど
る

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
廃
止
に
よ
る

　
本
人
確
認
書
類
変
更
の
お
知
ら
せ

■
消
防
だ
よ
り

■
ぴ
い
ぷ
る

…
…
…
…
…
…
…
…
…
15

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
15

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
16

…
…
…
…
…
…
…
17

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
18

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
18

…
…
…
…
…
…
…
19

…
…
…
…
…
…
…
…
…
19

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
20

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
20

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
21

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
22

も
く
じ



　2020年7月8日（水）、利尻町の定住移住の取組を推進する利尻町定住移住支援センター
（センター名称：利尻町定住移住支援センター「ツギノバ」）がオープン。かねてより閉校
舎利活用を進めていた旧沓形中学校技術室において、開設お披露目会を実施しました。

　各施設は、島内外の方々の様々な交流の場として、多様なニーズにしっかり対応できる
スペースとなっています。お子様連れやご年配の方、学生など幅広い世代の方たちにご利
用いただけますので、お気軽にご利用ください。

　利尻町定住移住支援センター「ツギノバ」は、
現在、利尻町が抱える課題である担い手不足や少
子高齢化等を解決するために政策の柱として掲げ
ている定住移住推進を、さらに加速するために設
けられた場所です。町民のみなさまの暮らしの満
足度向上や移住希望者に対してのワンストップ相
談窓口、利尻町・利尻島を訪れる観光客やビジネ
ス客の方々に対して、町・島の価値・魅力を伝え、
関係人口を創出するための交流拠点として開設さ
れました。ツギノバという名称には、「これまでを受け“継ぎ”、“次”の未来を創る場所」
という意味が込められています。今後、町内の関係各所と連携を図りながら、「暮らしや
すい町・暮らしてみたい町」の実現に向けて、さまざまな取組を行ってまいります。

2020年7月8日（水）、利尻町の定住移住の取組を推進する利尻町定住移住支援センター

利尻町定住移住支援センター
「ツギノバ」がオープン！
利尻町定住移住支援センター
「ツギノバ」がオープン！

利尻町定住移住支援センター「ツギノバ」とは

◆利尻町定住移住支援センター窓口
　住宅や仕事といった定住移住相談はもちろん、
利尻町での暮らしにまつわる情報発信などを行っ
ています。

◆カフェラウンジ（喫茶）
　島で使われていた漁具や、旧沓形中学校舎の素
材を生かしたカフェラウンジです。日替わりでコ
ーヒーやハーブティーなどの飲み物もご用意して
います。
　どなたでもご利用でき、食べ物の持ち込みは自
由です。島内外の方々の交流の場に活用ください。

各施設紹介
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◆多目的スタジオスペース「オトノバ」
　映像上映・楽器演奏・コーラス等の練習など、
多様なイベントが実施できるスタジオスペースで
す。お気軽にご利用ください。

利 用 方 法

スタッフ紹介

M　A　P

　今後、町内外の関係各所と連携を取らせていただきながら、旧沓形中学校の利活用整備を進め、
町民のみなさまにとって活用しやすい施設運営に積極的に取り組んでいきますので、どうぞご活用
ください。

私たちが定住移住に関する窓口対応や施設運営等を担当しています。皆さんに心地よく過ご
していただける場づくりを心がけています。お近くにお越しの際はぜひお立ち寄りください！

「利尻町定住移住支援センター窓口」は、無料でご利用いただけます。「カフェラウンジ
（喫茶）」「コワーキングスペース（共有の仕事・打合せスペース）」は、飲み物を１杯ご注文
いただければ無料でご利用いただけます。「ミーティングルーム」「多目的スタジオスペー
ス　オトノバ」は飲み物をご注文いただければ２時間無料でご利用いただけます。詳細は
スタッフにお問合せください。

旧沓形
中学校

利尻町立
沓形小学校

沓形
保育所

大安寺

日出町

利尻ファンタスティックロード入り口は
校舎向かって左奥です

大久保 昌 宏
おおくぼ まさひろ

特定非営利活動法人
離島経済新聞社

八木橋 舞 子
やぎはし まいこ

特定非営利活動法人
離島経済新聞社

高 木 啓 子
たかぎ けいこ

利尻町地域おこし
協力隊
定住移住サポート
隊員

◆コワーキングスペース（共有の仕事・打合せス
ペース）
　集中して仕事や作業に取り組むことができるス
ペースです。ミーティングルームや卓球台、ハン
モックも常設し、Wi-Fi、電源、延長ケーブルな
ども自由に使えます。打ち合わせやオンライン会
議にもご利用ください。

◆所 在 地　利尻町沓形日出町55番地
　　　　　　旧沓形中学校技術室内
◆開館時間　9時30分から16時30分まで
◆休 館 日　無休（運営者が定める年末
　　　　　　年始休暇期間は除く）
◆電話番号　（IP知らせますケン）84－9355
　　　　　　（電話）050－8880－6920
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議　会　報　告
第2回町議会定例会は6月16日招
集され、条例の改正案、予算等を
審議し、いずれも原案のとおり可
決しました。主なものは次のとお
りです。

令和2年　　令和2年　　
第2回町議会定例会第2回町議会定例会
令和2年　　
第2回町議会定例会

◆
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案○
本
条
例
案
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、

特
別
職
及
び
議
会
議
員
に
係
る

令
和
二
年
六
月
支
給
の
期
末
手

当
を
一
律
十
万
円
削
減
し
、
感

染
症
対
策
へ
の
財
源
へ
振
り
替

え
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案

○
本
条
例
案
は
、
人
事
院
規
則

が
改
正
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
対
策
に
従
事
し
た

職
員
に
つ
い
て
、
感
染
リ
ス
ク

に
加
え
、
厳
し
い
勤
務
環
境
と
、

極
め
て
緊
迫
す
る
業
務
に
あ
た

る
こ
と
と
な
り
、
特
殊
勤
務
手

当
に
定
め
る
防
疫
等
作
業
手
当

の
特
例
を
定
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　

な
お
、
手
当
の
額
は
、
作
業

一
日
に
つ
き
四
千
円
以
内
と
し
、

作
業
内
容
に
応
じ
、
規
則
で
定

め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

【
条
例
改
正
】

化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通

信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

の
施
行
に
伴
い
、
個
人
番
号
通

知
カ
ー
ド
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、

手
数
料
を
定
め
て
い
た
通
知
カ

ー
ド
再
発
行
に
係
る
規
定
を
削

除
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
の
基

準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案

○
本
条
例
案
は
、
根
拠
法
令
で

あ
る
「
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
」
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
本
町
の
条
例
の
一
部
を
改

正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
改
正
内
容
と
し
て
は
、

第
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る

研
修
の
実
施
者
に
「
指
定
都
市

若
し
く
は
中
核
市
の
長
」
を
加

え
、
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定

資
格
研
修
の
受
講
機
会
の
拡
充

を
図
る
よ
う
、
改
正
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

○
本
条
例
案
は
、
国
民
健
康
保

険
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
る
課

税
限
度
額
と
均
等
割
軽
減
判
定

基
準
額
の
改
正
及
び
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

経
済
的
に
収
入
等
に
影
響
を
受

け
た
被
保
険
者
の
納
税
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
六
月
九
日

に
開
催
さ
れ
た
利
尻
町
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
の
答
申
を

踏
ま
え
、
保
険
税
率
の
引
き
下

げ
を
行
う
と
と
も
に
、
条
例
に

保
険
税
の
減
免
の
特
例
措
置
を

追
加
し
、
所
要
の
改
正
を
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案

〇
本
条
例
案
は
、
介
護
保
険
法

施
行
令
の
改
正
が
な
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
低
所
得
者
に
お
け

る
介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減
を

更
に
拡
充
す
る
た
め
、
介
護
保

険
料
の
減
額
賦
課
に
係
る
規
定

の
整
備
と
、
今
般
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
収
入
が
著
し
く
減
少
し

た
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
保

険
料
減
免
申
請
の
提
出
期
限
の

◆
利
尻
町
基
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案

○
本
条
例
案
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、

「
感
染
症
対
策
基
金
」
を
新
た

に
設
け
、
今
後
の
対
策
事
業
の

財
源
に
充
て
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

◆
利
尻
町
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案

○
本
条
例
案
は
、
地
方
税
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
公

布
に
伴
い
、
関
連
す
る
本
町
の

税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
改
正
内
容
と
し
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

等
に
係
る
徴
収
猶
予
の
特
例
に

係
る
手
続
き
や
、
寄
附
金
税
額

控
除
の
特
例
、
住
宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控
除
の
特
例
に
つ
い

て
な
ど
、
所
要
の
措
置
を
講
じ

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
手
数
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

〇
本
条
例
案
は
、
「
情
報
通
信

技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続

等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の

向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
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◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
舞
台
照
明
操
作
卓
）

契
約
者

　

北
海
道
市
町
村
備
荒
資

　

金
組
合

契
約
金
額

　

二
千
二
十
四
万
円

◆
本
定
例
会
に
お
い
て
、

諮
問
・
同
意
さ
れ
た
人
事

案
件
は
次
の
通
り
で
す
。

〇
人
権
擁
護
委
員

　
　

大　

腰　
　

敏　

氏

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
　
　

正
部
川　
　

寛　

氏

特
例
に
関
す
る
規
定
を

追
加
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　

主
な
改
正
内
容
と
し

て
は
、
条
例
第
三
条
第

一
項
第
一
号
か
ら
第
三

号
に
規
定
す
る
第
一
号

被
保
険
者
の
保
険
料
に

つ
い
て
、
保
険
料
基
準

額
に
対
す
る
割
合
を
、

第
一
段
階
に
つ
い
て
は

〇
．
三
七
五
を
〇
．
三

に
、
第
二
段
階
に
つ
い

て
は
〇
．
六
二
五
を
〇
．

五
に
、
第
三
段
階
に
つ

い
て
は
〇
．
七
二
五
を

〇
．
七
に
、
そ
れ
ぞ
れ

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

所
要
の
条
文
を
改
正
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

【
事　

件　

案
】

【
事　

件　

案
】

【
人
事
案
件
】

林
業・木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た

　
　
　
　

施
策
の
充
実・強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

本
定
例
会
に
お
い
て
、
意
見
書
を
提
出
し
、
原
案
の
通
り
可
決
し

ま
し
た
。
意
見
書
を
提
出

　

本
道
の
森
林
は
全
国
の
森
林
面
積
の
約
四
分
の
一
を
占
め
、
国
土

保
全
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
林
産
物
の
供
給
等
の
多
面
的
機
能
の
発

揮
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た

め
に
は
、
「
植
え
て
育
て
て
、
伐
っ
て
使
っ
て
、
ま
た
植
え
る
」
と

い
っ
た
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

森
林
の
整
備
を
進
め
、
木
材
を
積
極
的
に
利
用
し
て
い
く
こ
と
は
、

山
村
地
域
を
中
心
と
す
る
雇
用
・
所
得
の
拡
大
に
よ
る
地
方
創
生
に

も
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

道
で
は
、
森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
と
森
林
資
源
の
循
環

利
用
の
実
現
に
向
け
、
森
林
整
備
事
業
及
び
治
山
事
業
や
林
業
成
長

産
業
化
総
合
対
策
事
業
等
を
活
用
し
、
植
林
・
間
伐
や
路
網
の
整
備
、

山
地
災
害
の
防
止
、
木
造
公
共
施
設
の
整
備
、
林
業
事
業
体
の
育
成

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

人
工
林
資
源
が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
る
中
、
計
画
的
な
間
伐

や
伐
採
後
の
着
実
な
植
林
を
一
層
進
め
る
た
め
、
地
方
債
の
特
例
措

置
を
継
続
す
る
な
ど
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
よ
る
林
業
・
木
材

産
業
の
成
長
産
業
化
の
実
現
に
向
け
て
施
策
の
充
実
・
強
化
を
図
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
次
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

※
意
見
書
内
容
は
一
部
抜
粋

【
提
出
先
】
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務

大
臣
、
総
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
国
土
交
通

大
臣
、
環
境
大
臣
、
復
興
大
臣

5

一般会計補正予算（第３号）

国民健康保険事業
特別会計補正予算（第２号）

5,074万5,000円

143万6,000円

207万0,000円

354万3,000円

30万0,000円

39億8,927万4,000円

3億3,563万7,000円

5,659万0,000円

2億7,275万2,000円

1億8,028万0,000円

補　正　額（増減） 予　算　総　額

【令和2年度各会計補正予算】

後期高齢者医療
特別会計補正予算（第１号）
介　護　保　険
特別会計補正予算（第１号）
簡　易　水　道
特別会計補正予算（第１号）



6

松
村
議
員　

本
町
に
お
い
て
こ

こ
数
年
、
役
場
職
員
の
定
年
前

退
職
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
職
員
個
々
に
は
様
々
な
事

情
も
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

将
来
の
町
づ
く
り
を
す
す
め
る

た
め
に
も
、
未
来
を
担
い
先
頭

に
立
っ
て
引
っ
張
っ
て
く
れ
る

役
場
職
員
の
存
在
が
必
要
不
可

欠
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
の
こ

の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
て
い
る
の
か
、
町
長
に
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

保
野
町
長　

本
町
は
こ
れ
か
ら

先
も
夢
を
も
っ
て
活
力
あ
る
町

と
し
て
維
持
発
展
し
て
い
く
た

め
に
は
民
間
は
元
よ
り
、
役
場

職
員
の
果
た
し
て
い
く
役
割
も

極
め
て
大
事
な
こ
と
と
思
っ
て

お
り
ま
し
て
、
官
民
連
携
を
し

っ
か
り
と
り
な
が
ら
、
具
体
的

利
尻
町
の
未
来
を
担
う

　
　
　
　

人
づ
く
り
に
つ
い
て

松
村
栄
悦　
議
員

な
事
業
展
開
を
進
め
る
こ
と
が

総
合
的
な
町
づ
く
り
を
す
す
め

る
う
え
で
も
、
理
想
的
な
町
づ

く
り
に
繋
が
る
も
の
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
昨
今
、
本
町
も
含

め
て
全
国
的
に
公
務
員
離
れ
と

言
わ
れ
る
現
象
が
起
こ
っ
て
お

り
ま
し
て
、
管
内
、
道
内
の
市

町
村
だ
け
で
は
な
く
、
国
や
北

海
道
自
体
も
退
職
者
や
内
定
辞

退
者
が
増
加
し
て
お
り
ま
し
て
、

職
員
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る

現
状
に
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う

中
で
本
町
で
は
こ
こ
数
年
例
年

よ
り
も
少
し
多
い
退
職
者
が
出

て
い
る
と
い
う
風
に
自
分
も
思

っ
て
お
り
ま
す
。
参
考
ま
で
に

昨
今
の
本
町
の
状
況
で
す
が
、

こ
の
五
年
間
で
退
職
者
は
三
十

一
人
で
、
そ
の
う
ち
の
定
年
退

職
者
は
五
人
、
そ
の
他
の
二
十

六
人
が
自
己
都
合
に
よ
る
退
職

で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
す
る

新
規
採
用
者
は
退
職
者
と
同
数

の
三
十
一
人
で
、
そ
の
三
十
一

人
の
中
に
は
専
門
職
も
多
く
採

用
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
事
務

職
の
抜
け
る
と
こ
ろ
に
必
ず
し

も
充
足
さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
現
状
で
す
。
さ
ら

に
直
近
の
過
去
三
年
間
を
見
ま

す
と
、
退
職
者
は
二
十
六
人
、

そ
の
う
ち
の
定
年
退
職
者
は
四

人
、
そ
の
他
の
二
十
二
人
が
自

己
都
合
に
よ
る
退
職
で
す
。
そ

れ
に
対
し
て
採
用
者
は
十
七
人

で
、
そ
の
時
点
で
は
九
人
不
足

と
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
の

新
規
採
用
者
が
九
人
と
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ど

こ
の
組
織
も
そ
う
だ
と
思
い
ま

す
が
、
自
分
の
組
織
の
ス
タ
ッ

フ
を
年
齢
や
経
験
年
数
等
を
基

本
に
し
な
が
ら
、
所
管
す
る
業

務
を
遂
行
す
る
う
え
で
、
必
要

な
人
数
や
人
材
を
配
置
す
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
役
場
と
し
て
も
町
民
の

皆
さ
ん
が
毎
日
の
生
活
を
営
ん

で
い
く
う
え
で
、
必
要
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
し
っ
か
り
と
提
供

し
て
い
く
た
め
の
体
制
を
堅
持

し
て
い
く
こ
と
は
大
変
大
事
な

待
し
て
慰
留
い
た
し
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
方
に
そ
れ
ぞ
れ
の

理
由
、
事
情
が
あ
り
ま
す
。
家

庭
の
事
情
、
家
族
の
事
情
、
個

人
の
将
来
に
向
け
た
人
生
上
の

目
標
や
、
実
は
若
い
時
に
別
な

夢
が
あ
っ
た
ん
で
す
、
と
い
う

よ
う
な
こ
と
も
含
め
て
、
そ
れ

ら
を
一
つ
一
つ
聴
取
し
ま
し
て

引
き
留
め
る
こ
と
は
難
し
い
こ

と
だ
と
判
断
し
た
時
に
は
、
退

職
願
を
受
理
し
て
、
こ
れ
か
ら

道
は
違
っ
て
く
る
け
れ
ど
も
、

頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
旨
の

エ
ー
ル
を
送
っ
て
き
た
と
い
う

経
緯
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
役

場
職
員
の
立
場
を
離
れ
て
も
地

元
に
残
っ
て
民
間
事
業
者
と
し

て
町
の
活
性
化
の
役
割
を
担
っ

て
く
れ
て
、
頑
張
っ
て
い
る
Ｏ

Ｂ
の
方
々
も
い
る
わ
け
で
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
う
事
情
を
受
け

止
め
た
う
え
で
、
役
場
と
し
て

町
民
の
皆
さ
ん
に
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
後
退
し
て
ご
迷
惑
や
ご
心

配
を
か
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
職
員
募
集
に
力
を
入
れ
て

お
り
ま
し
て
、
宗
谷
町
村
会
で

実
施
し
て
い
る
管
内
町
村
と
共

同
で
の
募
集
を
は
じ
め
、
町
独

自
の
社
会
人
枠
で
の
募
集
や
こ

こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
部
署
に
サ
ー
ビ
ス
の
停
滞

を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
人
事

配
置
に
努
め
て
い
る
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
年
齢
や
経
験
年
数
等

を
勘
案
し
な
が
ら
、
現
有
ス
タ

ッ
フ
を
人
事
配
置
し
よ
う
と
す

る
と
き
に
、
想
定
し
て
い
な
い

職
員
の
退
職
は
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
円
滑
に
遂
行
す
る
う
え
で
支

障
を
き
た
す
こ
と
に
も
な
り
か

ね
な
い
事
態
も
心
配
さ
れ
ま
す

の
で
、
そ
う
い
う
事
態
が
発
生

し
た
時
に
は
、
退
職
を
し
よ
う

と
す
る
人
に
、
そ
の
理
由
や
事

情
を
直
属
の
上
司
が
聞
き
取
っ

た
り
、
慰
留
し
た
り
し
ま
し
て
、

そ
の
後
に
副
町
長
や
町
長
も
慰

留
等
に
あ
た
っ
て
い
る
わ
け
で

あ
り
ま
す
。
役
場
に
就
職
す
る

と
き
に
は
、
就
職
す
る
皆
さ
ん

が
町
民
の
た
め
に
、
利
尻
町
の

た
め
に
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す

と
言
っ
て
本
町
の
職
員
と
し
て

勤
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
々

で
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
信

じ
て
、
そ
し
て
大
い
に
期
待
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
当
事
者
に
事
情
等
を
尋

ね
て
引
き
続
い
て
の
勤
務
を
期

一　
　

般　
　

質　
　

問



れ
ま
で
の
臨
時
職
員
を
正
職
員 

と
し
て
採
用
す
る
な
ど
、
そ
の

対
策
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
ま

だ
目
標
の
人
員
を
全
て
充
足
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
役
場
内
部
で
も
管
理
職

や
職
員
組
合
の
幹
部
も
含
め
て
、

職
員
も
一
緒
に
現
状
を
心
配
し

て
く
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
共

々
に
早
急
の
補
充
に
つ
い
て
対

策
を
す
す
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
加
え
て
保
健
師
や

歯
科
衛
生
士
、
社
会
福
祉
士
、

建
築
土
木
関
係
の
技
術
職
、
さ

ら
に
は
防
災
対
応
の
た
め
の
専

門
職
員
な
ど
、
各
分
野
に
お
け

る
専
門
職
員
も
採
用
し
て
お
り

ま
し
て
、
徐
々
に
充
足
を
さ
れ

て
い
る
実
態
で
す
。

　

今
は
昔
と
異
な
り
ま
し
て
、

利
尻
高
校
を
卒
業
す
る
生
徒
の

中
に
役
場
を
目
指
す
人
が
極
め

て
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
皆
さ

ん
が
さ
ら
に
上
級
の
学
校
を
目

指
す
時
代
と
な
っ
て
お
り
ま
す

し
、
そ
も
そ
も
本
町
に
限
ら
ず
、

他
の
町
村
も
新
卒
の
高
校
卒
業

生
の
絶
対
数
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
も
現
実
と
し
て
認
識
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
な
っ

て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
、
社
会
人
枠

で
町
外
か
ら
新
た
な
人
材
が
本

町
の
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
て
、

し
っ
か
り
と
そ
の
職
務
を
精
励

し
て
く
れ
て
お
り
ま
し
て
、
も

ち
ろ
ん
地
元
出
身
の
職
員
も
含

め
て
、
共
々
に
自
分
の
ふ
る
さ

と
と
し
て
こ
れ
か
ら
先
も
頑
張

っ
て
い
っ
て
く
れ
る
も
の
と
期

待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
日
本
全
体
の
人
口
減
少

が
心
配
さ
れ
て
い
る
時
代
に
な

っ
て
い
る
今
、
地
元
だ
け
に
拘

わ
ら
ず
町
内
外
か
ら
本
町
の
振

興
発
展
の
た
め
に
、
頑
張
っ
て

く
れ
る
有
為
な
人
材
を
求
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
本

町
が
長
く
元
気
な
町
と
し
て
存

在
し
て
い
く
た
め
に
も
、
最
も

大
事
な
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、

す
で
に
策
定
さ
れ
て
お
り
ま
す

本
町
の
第
6
次
総
合
振
興
計
画

で
も
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
し

て
地
域
に
愛
着
、
誇
り
を
持
て

る
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
進
め

る
、
さ
ら
に
は
意
欲
的
に
社
会

参
画
で
き
る
人
材
育
成
を
進
め

る
こ
と
な
ど
を
具
体
的
に
掲
げ

て
、
人
づ
く
り
に
努
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
、
今
も
す
す

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
実
情
を
ぜ
ひ
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

松
村
議
員　

町
長
の
答
弁
の
中

で
も
、
第
6
次
利
尻
町
総
合
振

興
計
画
の
本
文
の
中
で
、
町
づ

く
り
は
人
づ
く
り
と
基
本
構
想

に
お
い
て
今
を
暮
ら
す
皆
が
共

に
未
来
を
創
造
で
き
る
町
づ
く

り
と
い
う
風
に
う
た
っ
て
い
る

と
こ
ろ
は
現
実
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
現
実
の
中
に
も
、

や
っ
ぱ
り
現
在
多
く
の
職
員
が

退
職
さ
れ
、
ま
た
新
た
な
職
員

を
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事

実
で
あ
り
ま
す
が
、
現
実
と
し

て
退
職
者
と
採
用
者
の
数
が
、

ち
ょ
っ
と
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て

い
な
い
の
か
な
と
い
う
気
が
し

て
、
ま
た
職
員
の
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
負
担
が
か
か
っ

て
い
る
の
か
な
と
い
う
よ
う
な

気
も
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

役
場
職
員
の
広
い
視
野
と
豊
か

な
感
性
、
心
配
り
や
未
来
を
拓

く
行
動
が
特
に
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
職
員
の
育
成
ま
た
人
づ
く

り
な
ど
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
、
ま
た

町
長
の
考
え
方
と
し
て
こ
れ
か

ら
新
た
な
人
づ
く
り
町
づ
く
り

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
、
再
度
お
尋
ね
し
ま

す
。

保
野
町
長　

実
質
抜
け
た
穴
は

全
部
充
足
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
ん
で
す
。
業
務
の
電
算

化
が
非
常
に
進
ん
で
お
り
ま
し

て
、
う
ち
の
町
で
は
そ
の
分
野

は
他
の
町
に
比
べ
て
も
遜
色
の

な
い
整
備
を
計
画
的
に
す
す
め

て
き
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
分
人
的
配
置
が
少
な

く
て
い
い
の
だ
と
い
う
事
に
な

る
か
と
い
い
ま
す
と
、
必
ず
し

も
そ
う
は
な
り
ま
せ
ん
。
町
民

皆
様
の
ニ
ー
ズ
が
小
さ
い
町
で

も
都
会
で
も
同
じ
よ
う
な
ニ
ー

ズ
は
時
代
と
共
に
増
え
て
き
て

お
り
ま
し
て
、
決
し
て
機
械
化

さ
れ
て
き
て
い
る
か
ら
職
員
を

削
っ
て
い
い
と
い
う
時
代
で
は

な
い
ん
で
す
。
ど
こ
の
町
も
、

そ
の
人
材
を
求
め
て
適
切
な
人

事
配
置
を
し
た
い
が
た
め
、
そ

の
町
で
職
員
の
定
数
を
何
人
と

決
め
て
る
わ
け
で
、
そ
の
定
数

を
堅
持
す
る
た
め
に
各
方
面
に

人
材
を
求
め
て
お
り
ま
す
。
そ

の
昔
は
地
元
の
子
ど
も
達
も
多

く
、
ふ
る
さ
と
に
残
っ
て
町
の

た
め
に
頑
張
る
と
い
う
子
ど
も

達
も
そ
れ
な
り
に
結
構
い
た
時

代
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

ど
ん
ど
ん
島
を
出
て
、
さ
ら
に

資
質
を
高
め
る
た
め
に
学
校
に

い
く
わ
け
で
す
が
、
専
門
学
校

へ
行
っ
た
り
、
学
力
を
つ
け
て

人
間
的
な
資
質
を
高
め
て
い
ず

れ
島
に
戻
っ
て
き
て
く
れ
る
人

が
出
て
き
て
く
れ
れ
ば
、
そ
れ

で
十
分
そ
の
地
元
の
町
と
し
て

の
役
割
は
果
た
し
な
が
ら
町
を

守
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

今
開
設
し
て
い
る
公
営
塾
な

ど
も
人
材
を
島
で
育
て
る
た
め

に
開
設
し
て
い
る
わ
け
で
、
そ

れ
は
こ
れ
か
ら
先
も
続
け
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
役
場
に
入
っ
て

か
ら
は
、
北
海
道
の
町
村
会
の

研
修
は
勿
論
で
す
が
、
町
独
自

に
新
規
採
用
職
員
や
経
験
年
数

に
応
じ
た
レ
ベ
ル
の
職
員
研
修

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
し
、
そ

れ
か
ら
専
門
の
機
関
を
招
致
し

て
、
し
っ
か
り
と
育
て
て
い
る

つ
も
り
で
す
。
確
か
に
現
状
を
7



見
ま
す
と
、
足
り
な
い
と
こ
ろ

に
、
一
度
に
充
足
は
か
な
い
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
利
尻
町
を

ず
っ
と
守
っ
て
い
か
な
い
と
な

ら
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の

一
翼
を
担
う
の
は
役
場
の
職
員

だ
と
い
う
風
に
思
っ
て
お
り
ま

す
し
、
私
も
職
員
の
あ
が
り
で

す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ま
で
も
地

元
の
皆
さ
ん
方
に
助
け
て
も
ら

い
な
が
ら
、
役
場
職
員
と
し
て

勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
ふ
る
さ
と
を
町
民

の
皆
さ
ん
と
共
に
、
役
場
の
職

員
と
し
て
の
職
務
を
全
う
し
な

が
ら
町
を
守
っ
て
い
く
生
き
が

い
を
し
っ
か
り
持
っ
て
く
れ
る

よ
う
な
職
員
を
こ
れ
か
ら
も
育

て
、
で
き
る
だ
け
特
定
の
職
員

に
過
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
な

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
職
務
配
置

に
心
が
け
な
が
ら
、
役
場
体
制

堅
持
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
事
情
を
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

松
村
議
員　

新
規
採
用
に
向
け

て
い
ろ
ん
な
方
向
性
を
つ
く
し

て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
町

長
の
答
弁
で
も
よ
く
理
解
で
き

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
町
民

の
た
め
に
は
職
員
が
あ
っ
て
そ

の
職
員
が
真
心
を
こ
め
て
町
民

サ
ー
ビ
ス
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
安
心
し
て
生
活
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
今
こ
う
い
う
時
代
に

な
っ
て
き
て
、
災
害
が
突
然
発

生
す
る
よ
う
な
状
況
に
あ
る
わ

け
で
す
か
ら
、
職
員
の
確
保
が

第
一
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

に
伴
い
職
員
の
負
担
軽
減
に
む

け
た
努
力
も
当
然
必
要
で
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
役
場
職
員

は
地
域
住
民
の
方
々
が
快
適
な

日
々
を
暮
ら
せ
る
よ
う
に
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
の

地
域
の
魅
力
の
発
信
、
町
を
活

性
化
さ
せ
る
た
め
の
地
域
振
興
、

福
祉
の
向
上
、
住
民
の
不
安
解

消
に
努
力
す
る
な
ど
、
職
員
は

そ
の
こ
と
を
十
分
に
理
解
し
て

町
民
の
た
め
に
最
高
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
こ
と
が

最
も
重
要
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
ら
を
要
望
し
て
私

の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

保
野
町
長　

こ
れ
か
ら
利
尻
に

来
て
、
住
ん
で
み
た
い
と
思
っ

て
く
れ
る
人
を
増
や
す
こ
と
や

利
尻
に
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け

た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
町
に
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の

思
い
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て
い
け

る
よ
う
な
理
想
的
な
職
員
体
制

を
早
く
整
え
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
ご
支
援
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　利尻町では、不妊治療に伴う経済的負担を軽減するため、北海道の実施する特定不妊
治療の助成を受けている方を対象に治療費の一部を助成しています。

●対象となる方
　※次の全てに該当する方です。
　•「北海道特定不妊治療費助成」による助成を受けた方
　•夫婦共に利尻町住民で、申請日から遡って1年以上住んでいる方
　•税金の滞納がない方

●対象となる治療
　体外受精及び顕微受精（男性の不妊治療も対象）

●北海道特定不妊治療費助成事業の相談及び受付機関
　宗谷総合振興局保健環境部保健行政室　保健係（☎0162－33－2417）

※詳細は、くらし支援課保健指導係（☎84－2345、IP電話 84－9264）までお問い合わ
　せ下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（くらし支援課　保健指導係）
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議会を傍聴しましょう
町政の主人公は町民の皆さんです！

定例町議会は年4回（3・6・9・12月）に開かれます。

利尻町特定不妊治療費助成について利尻町特定不妊治療費助成について



　春の総合健診の延期分を含め、秋の総合健診を下記の日程で実施します。検査にかかる時
間は１時間程度です。令和２年度の集団健診はこの一度限りになりますので、ぜひこの機会
に受けましょう。（健診医療機関は公益財団法人北海道結核予防会札幌複十字総合健診セン
ターです。）

※秋の総合健診の詳細は、8月20日配布の回覧にて改めて周知致します。
※秋の結核検診は10月1日～10月3日に実施します。
　近くなりましたら、65歳以上の対象の方に郵送でお知らせいたします。

【以下の検査項目を追加することができます】

【総合健診のセット料金】

（くらし支援課　保健指導係）

総合健診の延期分を含め、秋の総合健診を下記の日程で実施します。検査にかか

秋の総合健診のお知らせ秋の総合健診のお知らせ
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胃がん検診（バリウム検査）
腹部エコー検査（10月2日または3日のみで調整中）
骨密度検査（踵部超音波）
エキノコックス症検査
前立腺がん検査（血液検査）
肝炎ウイルス検査（40歳以上で検査未実施の方は無料）
視力聴力検査
ピロリ菌検査
風しん抗体検査

●利尻町国民健康保険にご加入の40歳以上の方　　　　　　　　　　　 ➡ 3,000円
●利尻町国民健康保険加入者または被扶養者で今年度に満19～39歳の方 ➡ 1,000円
●後期高齢者医療保険にご加入の方　　　　　　　　　　　　　　　　 ➡ 3,000円
●40歳以上被扶養者にご加入の方も料金の助成があります
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ➡ 加入保険により料金が異なります

2,000円
2,100円
1,100円
1,100円
1,800円
1,970円
660円

検査未実施の方は無料
クーポンお持ちの方は無料

【総合健診セット　検査項目】
①問診　②身体計測　③医師の診察　④肺がん検査　⑤大腸がん検査　⑥歯周疾患健診
⑦血液検査：中性脂肪・LDLコレステロール・HDLコレステロール・GOT・GTP・γ-GTP・
空腹時血糖・HbA1c・貧血検査・血清アルブミン・クレアチニン・尿酸　　
⑧尿検査：たんぱく・糖・潜血　⑨心電図　⑩眼底検査　⑪肝炎検査：40歳以上で検査未実施
の方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総合健診セットは、特定健診をかねています。

実施日

10月2日㈮

10月3日㈯

10月4日㈰

申し込み期間　8月24日㈪ ～ 9月10日㈭
くらし支援課保健指導係まで　一般電話：84－2345　知らせますケン：84－9264

6時　7時　8時　9時　10時

6時　7時　8時　9時　10時

6時　7時　8時　9時　10時

実 施 場 所 受 付 時 間

交流促進施設どんと

交流促進施設どんと

利尻町公民館



　　77歳（喜寿）　　20,000円
　　88歳（米寿）　　30,000円
　　100歳　　　　 50,000円

※住民基本台帳9月1日を基準とし、令和3年3月31日までにその年齢に到達する方が対
　象となります。

本年度の長寿祝い金を対象の方へ贈呈いたします。本年度の長寿祝い金を対象の方へ贈呈いたします。

令和2年度 令和2年度 利尻町『長寿祝い金』利尻町『長寿祝い金』のご案内のご案内令和2年度 利尻町『長寿祝い金』のご案内
80歳到達夫婦　　20,000円
90歳到達夫婦　　20,000円
100歳到達夫婦　 30,000円

　昭和45年９月に消防団員を拝命以来、実に42年の永
きにわたり一意専心消防業務に献身的な努力を続けた
功績は大きく他の団員の模範であり、数多くの災害で
活躍されました。平成23年に第二分団分団長に就任後
は抜群の指導力と統率力を発揮し、各種災害の発生に
際しては、率先して陣頭指揮にあたると共に部下団員
の育成強化、消防施設の充実に意を注がれました。ま
た、地域住民の防火防災意識の高揚と福祉の安定に尽
力された功績が認められ、瑞宝単光章の栄に浴されま
した。

昭和45年９月に消防団員を拝命以来 実に42年の永

瑞宝単光 章瑞宝単光 章

令和2年度 利尻町敬老会の開催中止のお知らせ令和2年度 利尻町敬老会の開催中止のお知らせ

新　濱　秀　一 氏

　長年にわたり、地域社会に貢献されてきた高齢者の方々の労をねぎらい、長寿をお祝い
することを目的に、毎年10月に敬老会を開催しておりますが、今般の新型コロナウイルス
感染症の収束は依然として見通せない状況が続いていることから、参加者皆様の健康・安
全面を第一に考慮し、令和２年度の敬老会については開催を中止させていただくことと致
しました。
　年に一度の催しを楽しみにされていた皆様には大変申し訳ありませんが、何卒、ご理解
いただきますよう、お願いいたします。

贈呈方法等の詳しい内容につきましては、対象の方に個別にご案内いたします。
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８月１日～８月３１日８月１日～８月３１日８月１日～８月３１日８月１日～８月３１日８月１日～８月３１日８月１日～８月３１日８月１日～８月３１日

択捉・国後・色丹・歯舞
えとろふ くなしり しこたん はぼまい 意識してください。

この四島は私たちの島です。

ご不明な点は、
総務課総務係まで
ご連絡ください。
 TEL 84－2345

・利尻町役場庁舎１階　・ホテル利尻
・交流促進施設どんと　・利尻町立博物館
・利尻町公民館　　　　・総合体育館夢交流館

【返還要求署名コーナーを設置しています】

ご協力をお願いします！

北方領土返還要求運動強調月間北方領土返還要求運動強調月間北方領土返還要求運動強調月間北方領土返還要求運動強調月間北方領土返還要求運動強調月間
「知ることが」  四島返還の  第一歩
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　利尻町では、ふるさと定住を促進する
目的で、「転入奨励金」「児童養育奨励
金」「出産祝金」を支給する事業を行っ
ています。
　この度、ご家族で利尻町に移住された
木村功平さんご家族に、保野町長から転
入奨励金が手渡されました。

き むら こうへい

ふるさと定住促進

転入奨励金をお渡ししました！

令和2年国勢調査を実施します

日本に住む全世帯参加の国勢調査がはじまります
　5年に1度の日本で最も重要な統計調査「国勢調査」を2020年（令和2年）10月1日現在で
実施します。
　「日本に住む人や世帯」について知ることで、生活環境の改善や防災計画などわたしたちの
生活に欠かせない様々な施策に役立てられる大切な調査です。
　みんなで参加して、みんなで日本の未来をつくっていく。
　100年目の「＃みんなの国勢調査」、9月14日からインターネット回答がはじまります。

国勢調査については、「国勢調査2020総合サイト」をご覧ください。

●9月14日から調査員がインターネット回答用IDと調査票（紙）をお配りします。紙の調査票
　で回答される方は、10月1日から調査員が調査票を回収に伺います。

総務省統計局・北海道・利尻町
総務省統計局 令和2年国勢調査利尻町実施本部（利尻町役場まちづくり政策課内）

インターネット回答期間

9月14日（月）～10月7日（水）

調査票（紙）での回答期間

10月1日（木）～10月7日（水）



　コロナでオンラインでの対応が続いてい
ましたが、５月末には利尻高校の休校が明
け、塾も再開しました。３年生は受験を意
識して、ほぼ毎日来るようになり学習に励
んでいます。

授　業　風　景

　生徒のモチベーションアップのために各
試験までのカウントダウンを掲示しました。
玄関に掲示したので「あと〇日かあ～」な
どと、塾にきたときや帰るときなどに見て
意識するようになりました。

カウントダウンの掲示

　前期中間試験に向けて対策をしま
した。みんなで問題を出し合ったり
しています。受験勉強との両立は大
変ですが、バランスを見ながら計画
を立てて対策しています。

定期試験対策

（利尻町公営塾）の活動報告
まなび café  Ri-shiまなび café  Ri-shi
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お問合せ：利尻町公営塾『まなび café  Ri-shi』
☎0163-84-9112（知らせますケン）
E-mail：rishirijuku@gmail.com
URL：https://manabi-cafe-ri-shi.localinfo.jp/

『まなび café  Ri-shi』

まなcafé 基本情報
日時 平日 15:30～21:00　出入り自由 場所 旧開発宿舎

対象 高校生

月額
料金

1年生 3,000円
2年生 5,000円
3年生 7,000円

新規利用者
1ヶ月間無料！

稚内開発
建設部

ふれあい
温泉

富士見町
どんと

かふぇかふぇ りっしりっし

りっしかふぇ

かふぇ

かふぇ
まな
café



　地域産業の活性化や町・団体が取り組む地域活性化事業に従事する新たな人材を都市
部から受け入れる「地域おこし協力隊」制度。利尻町では、平成22年度からこの制度
の活用を始めました。令和２年７月から１名の協力隊員を採用しましたのでご紹介いた
します！

氏名 （定住移住サポート隊員）
たか ぎ こけい

高 木 啓 子

地域産業 活性化 体が 組 地域活性化事業 従事す 新た 人材 都市

地域おこし協力隊員を紹介します！地域おこし協力隊員を紹介します！

新採用職員自己紹介新採用職員自己紹介

★出身地　愛知県一宮市
★これまでの経歴
　地元の高校を卒業後、ブラザー工業派遣（夏休みに初めて美瑛・富良
　野を訪れビビビと衝撃を受ける）→冷食会社卸派遣→層雲峡ホテルフ
　ロント（リゾートバイト）→名鉄観光派遣→場外舟券売り場管理派遣
　→名鉄観光派遣（出戻り）→無印良品スタッフ（お店の営業に関わる
　こと全てとインテリア相談会など担当）→現在に至る
★活動内容
　利尻町定住移住支援センター“ツギノバ”で、暮らしや移住について島内外からの問い合わせに
　対しての窓口対応などをしています。
★島の第一印象
　皆さまとても温かく接していただいてとても嬉しかったです。
　北海道は何度も訪れていたのですが利尻島は初めてできれいな海と利尻富士を一度に眺められて
　とても得した気分です。
★協力隊としての目標
　すでに定住されている島民の方はもちろん、これから移住したいとお考えの方に少しでも興味を
　持ってもらえるような発信をしていけたらと思います。その為には何ができるか日々考えながら
　勉強していきたいです。
★趣味、特技
　趣味は北海道ひとり旅。20代のころから暇を見つけては来道しまくり、いつかは移住したいと
　思っていましたが、忙しさにかまけ暫く疎遠となっていました。ですが５年ほど前何かに呼ばれ
　るように北海道へ再びひとり旅にでました。（「そうだ、北海道行こう」）
　それから夏に必ず来道するようになりました。
　無類のねこ好き・ねこ馬鹿です。一時はいつでもお近づきになれるようにバッグにカリカリを忍
　ばせてお猫様に献上できるようにしていました（笑）。
　特技は一時期イベントで長年のファンだったマイケルジャクソンのトリビュートダンスを踊った
　ことがあります。Beat it、thrillerは目をつぶっても踊れます（笑）。今はもう無理ですが（笑）。
★町民皆様へのメッセージ
　まだまだ１年生ですが、きれいな海と利尻富士の魅力を発信して定住や観光などにつなげていけ
　るように頑張ります。気軽に声をかけてくださいね。

①勤務先　利尻町役場くらし支援課保健指導係　保健師
②出身地　北海道美瑛町
③趣　味　音楽を聴くこと、魚つり（今後の趣味にしたいです）
④抱負（一言）　住民の皆さんの顔をはやく覚えて、町の健康づく
　　　　　りに携わりたいです。

矢 野 知 里　さん
や の さとち
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　利尻町では、認知症になっても安心して生活をおくれるように「認知症初期集中支援事業」
を実施しています。心配なもの忘れや、「おや？」と思うような行動など、以前と違う様子
が見られたら、まずは地域包括支援センターへご相談下さい。

　40歳以上の在宅生活をしている人が、認知症状などで介護や対応にお困りの場合、
「認知症初期集中支援チーム」がご家庭へお伺いしてサポートします。

医療や介護のサービスを
利用したいが、
どうしたらよいか分からない

介護サービスを
受けさせたいが、
拒否される

認知症疾患の
診断を受けたいが、
受信を拒否される

認知症による症状が強く、
介護や対応に
困っている

【実施体制】認知症サポート医師および保健師等2名でチームを構成
【料　　金】無　料
【実施主体】利尻町

《認知症初期集中支援事業についてのお問い合わせ》
　利尻町地域包括支援センター（☎84－2345　利尻町役場代表、知らせますケン 84－9020）

① 財布や鍵など、置いた場所がわからなくなることがある
② 5分前に聞いたことを思い出せないことがある
③ 自分の生年月日がわからなくなるときがある
④ 今日が何月何日かわからないときがある
⑤ 自分のいる場所がどこかわからなくなることがある
⑥ 道に迷って家に帰ってこれなくなることがある
⑦ 電気やガスが止まってしまった時に対応に困る
⑧ 一日の計画を自分で立てることができない
⑨ 季節や状況に合った服を自分で選ぶことができない
⑩ 一人で買い物ができない
⑪ バスや電車、自動車を使って一人で外出ができない
⑫ 預金の出し入れや、公共料金の支払いなど一人でできない
⑬ 電話をかけることができない
⑭ 自分で食事の準備ができない
⑮ 薬を決まった時間に決まった分量を飲むことができない

認知症気づきのチェックリスト

＊＊＊利尻町認知症初期集中支援事業＊＊＊

もしかして認知症と思ったら？

利尻町 は 認知症にな も安心し 生活をおくれ ように「認知症初期集中支援事業」

地域包括支援センターにご相談下さい地域包括支援センターにご相談下さい

複数
当てはまったら
相談を談を
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【利尻中学校では、平成29年度より「地域とともにある学校」として、学校と地域住
民等が力を合わせて学校の運営に取り組む学校運営協議会制度を行っています。】
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため4月20日より臨時休業していました学校
も5月18日からの分散登校を経て、6月1日からは通常登校となりましたが、新型コロナ
ウイルスに対応しながらの新しい生活様式の中で試行錯誤の学校運営が行われています。
　そのような状況の中ではありますが、教育活動を進めるため6月23日（火）に令和2
年度第１回利尻中学校学校運営協議会が開催され、役員体制として中川原潔会長、佐孝
直美副会長が再任され、スタートを切ることが出来ました。
　議題として、令和２年度利尻中学校学校経営のグランドデザインについて協議され、
「学校教育目標」、「学校経営の重点」、「令和２年度の学校課題」、「保護者・地域との連
携」、「教育活動」、「研修」、「学校運営組織」などの説明から意見交換を行い、学校運営
協議会として令和２年度の経営方針について承認がされました。
　次に、今年度も１年生の島内職場体験を実施する中で、職場体験として中学生を受け
入れしていただける事業者の確保を、運営協議会委員にて行うことといたしました。地
域にある職業や仕事について体験したり、働く人々と接したりする学習活動となります
ので、より多くの職場のご理解とご協力、地域の皆様の温かいご支援をお願いいたします。
　今後も、学校公開日や進路学習のゲストティーチャー要請などについても学校運営協
議会として携わる予定ですので、今年度も順次活動の報告をさせていただきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利尻中学校運営協議会コーディネーター　

　宗谷総合振興局と利尻町では、道税と町税の収入確保を図るため、納税に応じない悪質な
滞納者などを対象に、年間を通じて各種債権や動産などの差押えを行う場合があります。
　この対策を一層強化するため、９月に差押予告や財産調査を実施し、住居等の捜索や預貯
金、給料、売掛金及び生命保険を差押えするなど、滞納処分を強化します。
　納税がお済みでない方は早急に納税されますようお願いします。

【道税の納税に関する問い合わせ先】
《町道民税（住民税）、自動車税など》
　〒097－8558
　稚内市末広4丁目2－27
　北海道宗谷総合振興局　税務課
　（☎0162－33－2519）

【町税の納税に関する問い合わせ先】
　利尻町役場　総務課税務係
　（☎84－2345）

宗谷総合振興局と利尻町では 道税と町税の収入確保を図るため 納税に応じない悪質な

宗谷総合振興局と利尻町による
　『滞納処分の強化』についてお知らせ
宗谷総合振興局と利尻町による
　『滞納処分の強化』についてお知らせ

学校運営協議会だより学校運営協議会だより
R2.6
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発行：宗谷森林管理署　利尻森林事務所
　　　〒097－0101
　　　北海道利尻郡利尻富士町鴛泊字栄町195－1
　　　TEL＆FAX 0163－82－1529

　令和2年6月12日付けで利尻森林事務所GSSに着任しました阿部哲
哉（あべてつや）です。利尻の海と山に魅了され東京から移住して３
年目をむかえます。（任期：10月初旬まで）
　昆布やナマコ漁で海に関わり、森林や植物を守る仕事で山に関わる
ことができ、有意義な毎日を送っています。海と同様に山もただ楽し
むだけなく、仕事という視点で見るとまた違った風景が広がります。
私の目にはただの緑の葉っぱにしか見えていなかった植物が、葉の形
の違いや濃い緑、黄色がかった緑等々個性豊かで愛おしく思えてきま
した。これから利尻特有の小さな花々を少しずつ覚えていきたいと思っています。
　利尻山登山道はもちろん、町中でも見かけた時は「GSSの仕事を楽しんでいるかい？」と気軽
にお声をかけてください。

国民の森林・国有林

　利尻森林事務所・鴛泊治山事業所は、宗谷森林管理署（稚内市）の出先事務所で、国の組織です。
　皆様からはよく「営林署（えいりんしょ）」と呼ばれますが、実は、国有林改革により1999年
（平成11年）に「森林管理署（しんりんかんりしょ）」と名称変更されています。（まだまだなじめてないですね。）
　利尻島では利尻富士町鴛泊に森林事務所と治山事業所の合同事務所があり、現在は森林官１名、
治山担当職員１名の２名体制です。（GSS・非常勤職員をシーズンに雇用）
　「シンリンカンリショ」という名前や、利尻島の森林・林業が少しでも皆様の身近になるよう、
広報活動や次世代を担う子ども達への森林環境教育等について行っていきます。（森林官 中嶋）

　グリーン･サポート･スタッフという林野庁の職員です。北海道では平成18年より、利尻・礼
文島を含めた８地域の国有林で活動しています。花ガイドや山ガイドの仕事にも似ていますが、
国有林の樹木や草花等を含めた山岳・自然環境を巡視し、保全、自然への関わり方等について普
及・指導することが仕事です。
　日本は世界でも指折りの森林国です。とても広く、深い自然に囲まれていて、その自然の恵み
が農業や水産業にだけでなく、みなさんの日常生活にも直結しているのです。でも、普段はあま
り意識はしませんね‥‥。森林や草花が美しい状態で守られていることで、日本人の暮らしが豊
かになるんですよ。「面積の80％以上」を森林が占める、利尻島民の暮らしにも。
　GSSの仕事は、みなさんに「自然の大切さ」を知ってもらうことも重要な仕事です。もっと
山を楽しんでもらうために、色々な業務を行っています。
　例えば、登山道・歩道を利用しやすいように、下草を刈った
り、道しるべを設置したり、風雪で崩れてしまう林地等を観察
して記録し、保全対策を考えたり等々、聞き慣れない職種かも
しれませんが、北海道の各地域に根付きながら、その土地特有
の自然環境の保護等に努めてまいりました。今後も利尻島にお
いて、地域の皆様と末永くお付き合いしていきたいと思ってい
ます。（GSS 阿部）

グリーンサポートスタッフ自己紹介

営林署？森林組合？・・・森林事務所です。営林署？森林組合？・・・森林事務所です。

GSSをご存知ですか？

令和2年8月令和2年8月

利尻森林事務所
  鴛泊治山事業所より
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　今年も「利尻のここが好き！」「ここが自慢！」そういった、とってお
きの風景で2021年版の島自慢カレンダーを作ります。
　みなさんのとっておきの風景写真（画像）を募集しますので、お気に
入りの利尻の風景を自慢してください。完成したカレンダーは町内各家
庭に１部配布いたします。また、例年利尻を遠くはなれて暮らすたくさ
んの知人・友人に贈りたいとの声がありますので、希望者には販売も行
います。
（※部数に限りがありますので、無くなり次第終了となります。）

《募　集　要　領》
◎募集写真
　◆作　品　　利尻島内で最近撮影した風景（礼文島から利尻島を撮影
　　　　　　　したものも含む）で、1月から12月のテーマにそれぞれ
　　　　　　　該当する写真とします。
　　　　　　　※応募者1名につき、1テーマ月1枚（最大12枚）までとします。
　◆期　間　　2020年9月30日（水）まで募集します。
　◆形　式　　応募写真はJPEG形式で、概ね2MB以上に保存したデータで提出してください。
◎応募方法
　①応募用紙にて応募
　　…応募用紙は、役場又は仙法志支所窓口及び利尻町ホームページからダウンロードにより取得
　　　し、応募写真データとともに提出して下さい。
　②特設ページ「利尻町ふるさとサポーターサイト」から応募
　　…今年からPCやスマホからの応募も可能になりました！以下のURLから、利尻町ふるさとサ
　　　ポーターサイトにアクセスし、島自慢写真ページから応募して下さい。
　　　『利尻町ふるさとサポーターサイト』URL → https://furusato-rishiri.jp/
◎採用決定
　応募多数によりテーマ月が重複した場合等は、よりテーマに沿った写真を採用させていただきま
　す。採用結果は10月下旬頃までに通知します。
◎応 募 先
　利尻町役場 まちづくり政策課 企画振興係
　〒097－0401　利尻郡利尻町沓形字緑町14－1　☎0163－84－2345
　E-mail　kikaku@town.rishiri.hokkaido.jp
◎そ の 他
　◆応募は利尻島在住者及び利尻島に縁のある方に限らせていただきます。
　◆被写体に人物が写っている場合の肖像権は、応募者の責任において承諾を得ら
　　れたものに限ります。
　◆応募された全ての作品の版権は主催者に属すものとし、返却はいたしません。
　　（利尻島の様々なPRに活用させていただく場合があります。）
　◆カレンダーには撮影者の氏名が記載されます。
　◆応募者全員にカレンダーを配布いたします。（採用された方には2部配布）

※上記の画像は出来上がり
　イメージです。

～地域みんなで利尻自慢！！～

今年もみなさんの写真で
2021年版のカレンダーを

作りましょう!！

今年もみなさんの写真で
2021年版のカレンダーを

作りましょう!！
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　公証人は「ザ・公証人」のように事件は解決しませんが、みなさんの遺言や大切な契約を公
正証書で作るみなさんの権利を守る仕事をしています。
　例えば、「大切な方に遺産を残したい」と思ったとき、これを公正証書「遺言公正証書」と
いいます。）にしておくと、安全で確実な遺産の承継が可能となり、裁判所に出向く必要はあり
ません。（その他　遺言・任意後見契約・離婚時の給付契約・賃貸借・贈与・金銭消費貸借・
会社定款・パスポート認証）
　相談会は、弁護士が実施する巡回無料法律相談会と同時開催します。

　相談に当たっては、お客様の待ち時間をできる限り少なくするため、予約優先で実施させて
いただきます。（ご相談は無料です。）

事前に電話予約をお願いします。（前日・当日は携帯へ）

ザ

北海道公証人会・名寄公証役場から
公証相談会のお知らせ

北海道公証人会・名寄公証役場から
公証相談会のお知らせ

相談がある場合

8月21日（金）午後1時00分から午後3時30分まで開　設　日　時

利尻町交流促進施設　どんと開　設　場　所

名寄公証役場（名寄市西1条南9－35）
電　話・ＦＡＸ　　　0165－43－3131
不在時には携帯電話　080－5587－6867　まで

予 約 連 絡 先

※利尻富士町の総合交流促進施設りぷら（利尻郡利尻富士町鴛泊字栄町119－1）
　において、8月21日㈮の午前9時00分～午前11時30分まで、無料法律相談
　会を実施しますので、都合の悪い方はこちらに来ていただくことも可能です。

●日　　　時　　令和2年8月21日（金曜日）
　　　　　　　　午後1時00分～午後3時30分（お一人様30分）

●場　　　所　　利尻郡利尻町沓形字富士見町
　　　　　　　　利尻町交流促進施設　どんと

●担当弁護士　　稚内ひまわり基金法律事務所
　　　　　　　　小田桐　誠（旭川弁護士会所属）

●相　談　例　　借金問題　離婚問題　相続に関する問題　交通事故　労災　刑事事件
　　　　　　　　悪徳商法　ご近所トラブル　賃貸借（土地・アパート・マンションなど）
　　　　　　　　その他
　　　　　　　　相談料は無料ですので、お気軽にご利用ください。

無料法律相談会のお知らせ無料法律相談会のお知らせ
～弁護士が無料での相談を実施します～

主催：旭川弁護士会

【ご予約・お問い合わせは】稚内ひまわり基金法律事務所
　　☎0162－24－7900

※予約がない場合でも相談はお受けいたしますが、予約された方を優先しますので、事前予約の
　上お越し下さい。
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　協会けんぽ北海道支部では、加入者皆さ
まのお薬代の負担軽減や健康保険財政の改
善につながり、今後の医療費や保険料率の
伸びが抑えられることから、「ジェネリッ
ク医薬品」の利用を推進しております。
　かかりつけの医師
・薬剤師へジェネリ
ック医薬品の処方に
ついてご相談してみ
ましょう。

協会けんぽ北海道支部からのお知らせ協会けんぽ北海道支部からのお知らせ
ジェネリック医薬品に
かえてみませんか？

　協会けんぽ北海道支部では、禁
煙啓発活動を通じて加入者の皆さ
まの健康を守る、様々な取り組み
を行っております。
　ぜひホームページをご覧くださ
い。

【お問い合わせ先】
　全国健康保険協会（協会けんぽ）
　北海道支部
　☎011－726－0352（代表）

禁煙・分煙の
取り組みについて

　これまでは、自筆証書遺言書の保管については、自分自身で保管するか遺言執行者等
に預けるなどの方法しかありませんでしたが、本制度の創設により、今後は法務局に預
けることができるようになりました。
　これにより、遺言者の死亡後、遺言書が発見されなかったり、改ざんされたりするこ
とを防ぐことができるようになります。
　遺言書の作成を検討されている方、既に作成されている方で本制度に関心のある方は、
法務局までお問い合わせください。
　なお、本制度に関する手続きは、全て予約制となっています。

【電話によるお問い合わせ】
　旭川地方法務局稚内支局　☎0162－33－1122
　（平日の午前8時30分から午後5時15分まで（年末年始・祝日を除く。））

【オンライン予約】（7月1日から開始）
　法務局手続案内予約サービス　https://www.legal-ab.moj.go.jp/houmu.home-t/

【手続の詳細】
　法務省ホームページ　https://www.moj.go.jp-MINJI/minji03_00051.html

あなたの遺言書を
法務局でお預かりします
あなたの遺言書を

法務局でお預かりします
令和2年7月10日（金） 自筆証書遺言書保管制度開始



【お父さん・お母さんから】

家 愛 今回は、1人のお友達
を紹介するよ！

あい

や

岡 山 笑 大 く ん（3さい）岡 山 笑 大 く ん（3さい）
たるほ

いつもおちゃらけて
家族を楽しませてくれる
ムードメーカーの笑大。
名前のように
たくさん笑って大きくなってね！

　マイナンバー（個人番号）の通知カードは、デジタル手続法の改正により、令和２年５
月25日付で廃止されたため、マイナンバーを申請書に記入する際の確認書類として使用
できなくなりました。（通知カードの記載事項（氏名・住所等）に変更がない場合を除く。）
　マイナンバーを申請書に記入する際は、次のとおり法改正後の確認書類の添付をお願い
いたします。

●マイナンバーを申請書に記入する際の本人確認書類
　（番号確認書類と身元確認書類のそれぞれ一点ずつの添付が必要です。）

【お問い合わせ先】　協会けんぽ北海道支部　☎011－726－0352（代表）

マイナンバーの通知カードの廃止による
本人確認書類の変更のお知らせ

マイナンバーの通知カードの廃止による
本人確認書類の変更のお知らせ

父：周平　母：いづみ
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】

ね

マイナンバーカード（個人番号カード）の裏面コピー
個人番号の通知カードのコピー（記載情報と現況に相違のないもの）
住民票（マイナンバーの記載のあるもの）
住民票記載事項証明書（マイナンバーの記載のあるもの）

番 号 確 認 書 類 身 元 確 認 書 類
マイナンバーカード（個人番号カード）の表面コピー
運転免許証のコピー
パスポートのコピー
その他官公署が発行する写真つき身分証明書のコピー



消防だより消防だより NO.431消防だより
「ひとつずつ  いいね！で確認  火の用心」
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出動件数　火災0件　救急65件 （令和2年7月16日現在）

花火は
大人と一緒に
やりましょう！

花火は
大人と一緒に
やりましょう！

花火はルールを守って楽しくやろう！花火はルールを守って楽しくやろう！

消 火 器 の 使 用 方 法消 火 器 の 使 用 方 法

•風が強い時はやめましょう！

•説明書をよく読んでから遊び
　ましょう！

•水バケツを用意し、後片付
　けをきちんとしましょう！

小さな火から火災が起きる小さな火から火災が起きる！小さな火から火災が起きる！

【注意事項】
　•噴射圧力に負けないようにホースをしっかり握ること。
　•炎ではなく、火元に目掛けて噴射すること。
　•逃げ道を確保し消火器での消火が困難な場合は、すぐに避難すること。
　※噴射時間は、概ね10～20秒の消火器が大半です。

安全ピン（安全栓）を上に引
き抜く。（黄色の輪の形をし
たもの）

•燃えやすいものの近くで遊ば
　ないようにしましょう！

1
ホースを外して、火元に向け
る。（ホースの先のキャップ
は、外さなくてもいいです）

2
レバーを強く握って噴射する。
（レバーが固い場合がありま
す）

3
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【まちの人口】 　1,968人　  世帯数 1,052世帯 　　男 965人　  女 1,002人  （令和2年7月16日現在）

発行：利尻町役場　編集：まちづくり政策課企画振興係　印刷：㈱国境
TEL 0163－84－2345　　FAX 0163－84－3553
利尻町公式ホームページ　http://www.town.rishiri.jp
Eメール　kikaku@town.rishiri.hokkaido.jp
（広報りしりに関するご意見ご要望は上記E-mailアドレスまでお寄せください。）

5月27日　政　泊　新 濱 キ セ さん（91歳）
6月26日　仙本町　小 練 洋 一 さん（54歳）
7 月 2 日　緑　町　佐々木　誠 さん（73歳）
7 月 7 日　政　泊　田 中 ミヨノ さん（99歳）
7月16日　政　泊　山 元 喜代次 さん（91歳）

発行：利尻町役場　編集：まちづくり政策課企画振興係　印刷：㈱国境

7月16日　政　泊　山 元 喜代次 さん（91歳

歳）
歳）
歳）
歳）
歳）歳）

くやみもうしあげますくやみもうしあげます

はっぴぃ・うぇでぃんぐはっぴぃ・うぇでぃんぐ

　　　　　七　戸　大　志 さん
　　　　　佐　藤　舞　奈 さん6月30日　神　居

　　　　　井　田　慎太郎 さん
　　　　　町　村　美　咲 さん7月10日　富士見町

おめでとうございます！

● よ せ ら れ た 善 意 ●
【指定寄附】
　◆利尻町沓形字新湊
　　　新　濱　和　樹 様より
　　　　一金　200,000円
　　（特別養護老人ホーム備品購入資金）

　◆利尻町仙法志字本町
　　　上　田　みつゑ 様より
　　　　一金　100,000円
　　（特別養護老人ホーム備品購入資金）

　◆利尻町沓形字本町
　　　利尻島ロータリークラブ
　　　会長　田島　順逸 様より
　　　　一金　300,000円
　　（新型コロナウイルス感染症対策事業資金）

　◆匿名 様より
　　　　マスク 6,000枚

　◆利尻町沓形字緑町
　　　利尻氏子総代会総裁
　　　利尻島内各神社宮司　常磐井武榮 様より
　　　　携帯型除菌シート 415個

　◆小樽市勝納町8番58号
　　　有限会社　利礼資材
　　　代表取締役　近藤　貴行 様より
　　　　食品用アルコール製剤 10缶
　　　　（アマノール15リットル入）

ご厚志に対し厚くお礼申し上げます

ぴ い ぷ るぴ い ぷ るぴ い ぷ る
（戸籍の動き） 2020年7月16日現在

●沓形字新湊　新濱 和樹 様から、
　母　新濱 キセ 様の香典返しを廃して
●仙法志字本町　小練 アヤ 様から、
　長男　小練 洋一 様の香典返しを廃して
●沓形字緑町　佐々木真弓 様から、
　夫　佐々木 誠 様の香典返しを廃して
●仙法志字本町　上田みつゑ 様から、
　母　田中ミヨノ 様の香典返しを廃して
●仙法志字政泊　山元 静子 様から、
　夫　山元喜代次 様の香典返しを廃して

この度、次の方々から愛情銀行に金一封
及び物品が預託されましたので、紙上を
借りてお礼申し上げます。

● ご厚情に感謝申し上げます ●
【利尻町社会福祉協議会】

●ご厚情に感謝申し上げまご す●

はじめまして！ ベイビー
おめでとうございます！

7月2日  菅 原 悠 由く ん
緑町〔菅原 英博・茉由〕

うゆ


